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９ 信州ブランド確⽴プロジェクト

信州ブランドの普及・拡大 新たな価値の創造・発信

達成目標（指標名） 計画策定時の現状 最新実績値 目標（H29）

「信州ブランド戦略」の県民認知度 ― 65.3%（H26年度） 80% （年度）

都道府県別地域ブランドランキング 17位 （H22年度） 13位 （H24年度） 10位以内 （年度）

Ｈ28予算案
5億2478万8千円

●「おいしい信州●「おいしい信州●「おいしい信州●「おいしい信州ふふふふーーーーどどどど（風土）」プロジェクトの推進（（風土）」プロジェクトの推進（（風土）」プロジェクトの推進（（風土）」プロジェクトの推進（1027102710271027万万万万8888千円）千円）千円）千円）

・食品製造や観光等の他産業との連携による「売れる商品づくり」と

販路開拓

・部局連携による商談会・トップセールスの開催

信州ブランドに相応しい商品づくり

●信州ワインバレー構想の推進（●信州ワインバレー構想の推進（●信州ワインバレー構想の推進（●信州ワインバレー構想の推進（4621462146214621万万万万3333千円）千円）千円）千円）

・【新規参入支援】樹園地整備の支援、ワイン生産アカデミーの開催

・【栽培醸造支援】地域でのぶどう成分分析体制の整備など、ぶどう栽培・醸

造技術の向上を支援

・【プロモーション活動】銀座NAGANO ワインセミナー、NAGANO WINE

イベントなどの実施

●信州ジビエの活用推進（●信州ジビエの活用推進（●信州ジビエの活用推進（●信州ジビエの活用推進（2980298029802980万万万万7777千円）千円）千円）千円）

（H27年度までの主な成果）

・しあわせ信州食品開発センターによる新食品開発支援（H27見込み 50件）

・信州ワインバレー構想の具現化

「ワイン生産アカデミー」の開催（受講者：H25～H27 124名）

NAGANO WINE FES in TOKYOの実施（H25～H27）

・県内の総合スーパーにおいて信州ジビエの通年販売開始

（H27.6～）

・JR東日本との協働により「信州ジビエフェア」を展開

（H27.11～H28.2)

●高付加価値新食品開発を推進（●高付加価値新食品開発を推進（●高付加価値新食品開発を推進（●高付加価値新食品開発を推進（281281281281万万万万7777千円）千円）千円）千円）

・企業・大学・支援機関・行政が一体となり、｢健康長寿｣「海外展開｣をテーマ

に県の強みを活かした商品を開発

・首都圏の方と「信州のこと」を一緒に考える地域交流支援イベントの実施

・銀座ＮＡＧＡＮＯでのイベントから現地の体験へと広げる地域誘客・誘引

イベントの実施

・“信州をモニターする”サポーターズ倶楽部の協力により

県内の生産者等に信州の売り込み策をフィードバック

（H27年度までの主な成果）

・銀座NAGANOオープンからの来場者数が100万人を突破（H28.1)

・銀座NAGANOイベント実施延べ団体数が500団体を突破（H27.12）

・「おいしい信州ふーど（風土）」プロジェクトによる

県民認知度向上

Ｈ26年度：52％→Ｈ27年度：65％にUP!

●「信州産」マーケティングの推進（●「信州産」マーケティングの推進（●「信州産」マーケティングの推進（●「信州産」マーケティングの推進（530530530530万万万万1111千円）千円）千円）千円）

・大都市圏への県産品の販路拡大のため、商談会など

のマーケティング活動を展開

・シカ肉の規格化によるブランド力強化

・皮や角なども含めたシカ1頭全体の資源化を検討

・飲食店情報の発信等による信州への誘客推進 等

・信州の強み｢山岳高原｣｢健康長寿｣などを活かして、信州ブランドの

戦略的な発信を展開

●信州の強みを前面に打ち出した信州ブランドの発信（●信州の強みを前面に打ち出した信州ブランドの発信（●信州の強みを前面に打ち出した信州ブランドの発信（●信州の強みを前面に打ち出した信州ブランドの発信（4000400040004000万円）万円）万円）万円）

信州の強みを徹底的に発信してブランド構築

●銀座●銀座●銀座●銀座NAGANONAGANONAGANONAGANOの運営と戦略的の運営と戦略的の運営と戦略的の運営と戦略的な広報な広報な広報な広報発信（発信（発信（発信（1111億億億億7156715671567156万万万万2222千円）千円）千円）千円）

銀座ＮＡＧＡＮＯ

「しあわせ信州朝クラス」

信州ジビエの通年販売

NAGANO WINE FES in TOKYO 


